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「昨今はインフラとしてインターネットがとても

重要な役割を担っている。なので「使えない」

時があると非常に困るわけだが、これまで回

線はSINET※しか利用していなかった。万

一の時に備えてバックアップラインが必要だ

と以前から指摘されていた」（国立大学法

人 小樽商科大学 事務局財務課 情報係

（情報処理センター） 係長 嵯峨 寿雄 氏） 

「LinkProof」導入のきっかけは、まずは学

生がインターネットを常に安心して活用できる

ように、バックアップ回線を用意しておきたい

という理由からだった。 

「いろいろ調べていくと、1回線をバックアップ

だけで利用するのは“もったいない”こともわ

かった。以降は、負荷分散と冗長化がテー

マになった」（嵯峨氏） 

現在、このテーマを実現するには実はいくつ

かのソリューションがある。そしてこれらのソ

リューションにはそれぞれ一長一短あるわけ

だが、小樽商科大学は「LinkProof」を選択

した。それはなぜか?

導入後、意外なメリットも見つかった。 

「負荷分散の状況がグラフではっきりと表示

されるのには驚いた。回線の使われ方の状

況がとてもよく分かる。管理側としては非常

に便利な機能だ」（持田氏） 

このグラフィカルな統計情報の作成を実現し

ているのは、LinkProofに搭載されている

SNMPによる管理システムだ。 

ちなみにL i n kP r o o fを含むすべての

ラドウェア・アプリケーションスイッチには専用

のリアルタイムOSが採用されている。この

OSはプロトコルスタックからすべてラドウェア

が開発したものであり、まったくのオリジナル

OSだ。そのため、LinuxやFreeBSDベース

の製品と違ってOSの抱える脆弱性を攻撃

される心配が非常に少ない。ネットワーク

セキュリティの重要性が声高に叫ばれる今、

このあたりも製品選びのかなり大きなポイント

と言えるだろう。 
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「いくつかご提 案をいただいた中に

LinkProofを利用したソリューションがあっ

た。もうひとつの方式と最後まで悩んだの

だが、結局は導入のしやすさ、ダイナミック

に負荷分散できること等が導入の決め手と

なりHOTnetさんのご提案を採用した」 

（嵯峨氏）。 

LinkProofの「短」の部分とは、説明を受

けた際に道内での導入実績が少ないよう

な印象を持ったということだった。しかし、

実は導入実績は決して少なくない。教育

分野だけでも日本国内の大学、約100校に

既にLinkProofは導入されているのだ。 

最後まで採用を争ったもうひとつの方式とは、

ルータとBGP（Border Gateway Protocol）

を利用する方式。しかしこの方式は、

SINETのラインを複雑に設定する必要が

あったことや、大学側の機器のIPアドレスを

すべて変更しなければならなかったこと、

BGP自体の設定が非常に難解であること

などがネックとなって採用は見送られた。 

「導入に対する障壁が比較的低かったの

がLinkProof。ルータで冗長化すると、アク

ティブ-スタンバイというスタイルになり、一方

が使えないという問題もある。その点、

LinkProofには求めていたすべてがあった」

（国立大学法人 小樽商科大学 教授 情

報処理センター長 持田 泰昭 氏） 

インターネットが自由に、そして快適に利用で

きるようになればなるほど、別の問題も浮上

してくる。ウイルスメールの増加やP2Pアプリ

ケーション（WinnyやWinMXなど）による帯

域の占有などはその代表例であろう。現状

これらはどこの大学においても非常に深刻

なテーマとなっており、その対策が必須と

なっている。 

「当学ではサーバ側でウイルスチェックを

実施している。P2Pのアプリケーションに

関してはポートで遮断。実際、一時は入っ

てくるデータのほとんどが不要なデータだった。

対策をしっかりしないと大変なことになる」

（嵯峨氏） 

現状小樽商科大学には導入されてはいな

いが、ラドウェアには、Content Inspection 

Director（CID）というセキュリティアプライ

アンス製品の負荷分散に特化した製品や、

DoS攻撃・侵入防御専用のインライン型

高速IPS、DefenseProといった製品も

ラインナップされている。先の問題の対策を

迫られている方には、是非ともおすすめした

い製品だ。 

小樽商科大学では今後もネットワークの

充実を図り、学生、ひいては社会のニーズに

柔軟に応えていくという。そのさまざまな

シーンの中で、LinkProofをはじめ、各種の

ラドウェア製品は学内のネットワークを

しっかりと支えてくれるはずだ。 

ここであらためてLinkProofについて簡単

に説明しておきたい。 

ラドウェアが提供するLinkProofは、複数

の専用線とブロードバンド回線をマルチホ

ーミングするISP負荷分散装置だ。複数の

ISPリンクを最適に管理することで、信頼性

およびパフォーマンスの向上と接続コストの

削減を同時に実現。しかもすべての回線

をアクティブ-アクティブで使用できるように

なるため、有効帯域を同時に利用できる。

結果、費用対効果も大幅にアップする。 

使用アプリケーションや送信元ごとに使用

する回線を定義可能なグルーピング機能や、

独自のアーキテクチャによってインターネット

に対するインバウンド、アウトバウンドそれぞ

れのトラフィックを最適なISP経路にリダイレ

クトできる機能を搭載。 

また、ISPから割り当てられたアドレスを自

動的に内部アドレスに変換（スタティック

NATとダイナミックNATをサポート）するア

ドレス変換機能や、Aレコードの応答が可

能なDNS簡易応答機能、GUIにより設定

が簡単に行えるということなどもLinkProof

の大きな特徴だ。これらは、まさに「マルチ

ホーミングの業界標準機」と呼ぶにふさわ

しいスペックといえるのではないだろうか。 

※SINET（サイネット）とは、文部科学省付属機関である国立情報学研究所が提供している、高速IPネットワーク。

　大学等に構築されているローカルエリアネットワーク（学内LAN）を相互に接続し、インターネットを構成すること

　を可能にしている。 
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